
３．なぜ韻文か 

　『三十七の菩薩行』の一句を、ある有名な先生が次の
ように訳しておられます。 

何者かが大きな欲望で私の財産を｜ 
すべて奪おうとして盗みに入ったとしても｜ 
身体と財産と三世の善の集積のすべてを差し出す｜ 
それが菩薩の実践である｜ 

　これを私は次のように翻訳しました。 

誰かが欲から私の財宝の｜ 
すべてを奪い奪わせたとしても｜ 
体も財も三世の善業も｜ 
廻向するのが仏子菩薩行｜ 

　こういう風に韻文体で訳したのは、ふたつの目的があ
ります。ひとつはチベット人（や中国人）も含めて、一
緒に読めるようにするためで、ひとつは読経しているう
ちに記憶してしまうことを期待してです。ちなみに、もと
のチベット語と中国語訳は次のようです。 

?????????????????????????????????? 
??????????????????????????????????? 
?????????????????????????????????????? 
???????????????????????????????? 



す　だク　ど　ちぇん　わん　き　だク　き　のる｜ 
たむ　ちぇ　そク　かむ　そク　とぅ　じゅク　な　や
ん｜ 
る　たん　ろん　ちょ　とぅ　すむ　げ　わ　なむ｜ 
て　ら　ンご　わ　ぎゃル　せ　らク　れん　いん｜ 

誰人起了大貪将我財｜ 
全部奪走或教他人奪｜ 
自身受用三世諸善業｜ 
回向於彼乃是仏子行｜ 

　『三十七の菩薩行』は、この他に、英語・スペイン語・
ドイツ語・ロシア語・ベトナム語に訳されているのを見
たことがありますが、チベット語と韻律を合わせて読め
るのは、中国語の他は日本語だけです。 


